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CKDの定義とステージ

ステージ
Cre

SDMA 備考
犬 猫

1
<1.4
<18

<1.6
<18

非高窒素血症
尿比重の低下、腎性蛋白尿、画像検査での腎形態の異常、病理検査
での異常、進行的なCre・SDMAの上昇(参考範囲内で)。持続的に
SDMAが>14μg/dLであれば、早期のCKDと診断できる

2
1.4-2.8
18-35

1.6-2.8
18-25

軽度の高窒素血症（参考範囲内でもステージ２のことも）
臨床徴候は軽度またはない

3
2.9-5.0
36-54

2.9-5.0
26-38

中程度の高窒素血症
腎臓以外の様々な臨床徴候も認められるようになる
徴候がなければ、早期のステージ３とする

4
>5.0
>54

>5.0
>38

重度の高窒素血症

全身性の臨床徴候および尿毒症のリスクが増加

定義
• 3ヶ月以上持続する腎障害
• 3ヶ月以上持続する糸球体濾過量の低下

IRIS Staging of CKD (modified 2019)
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CKDステージと治療推奨

ステージ1

ステージ2

ステージ3

ステージ4

一般的なこと

腎毒性薬剤を避ける

腎前性・腎後性異常
の確認、治療

腎盂腎炎、尿路結石
の確認、治療

リン制限食脱水の管理 降圧薬 抗蛋白尿薬

＊問題があれば

造血剤

＊問題があれば ＊問題があれば

食欲増進剤

＊問題があれば

IRIS Treatment Recommendations for CKD、2019

CKDと食事療法

生存期間の中央値: 594日

生存期間の中央値: 188日

犬での研究

J Am Vet Med Assoc 2002;220:1163-1170.
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CKDと食事療法
猫での研究

J Am Vet Med Assoc 2006;229:949-957.

生存期間の中央値: -日

生存期間の中央値: 684日

腎臓病用療法食の問題点：低蛋白食
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3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

0 1 2 3 4 5 6 7

平
均
除
脂
肪
体
重

(k
g

)

月数

k/d早期アシスト
通常の腎臓病用療…

Vet Rec. 2019;184(6):190.
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削痩していることは予後の悪化と関連

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 200 400 600 800 1000

BCS 7-9 

BCS 4-6

BCS 1-3

J Vet Intern Med. 2011 25(6):1306-11.

日数

生
存
率

100

80

60

50

0

90

70

40

30

20

10

0          10           20          30          40          50          60

生
存
率

生存月数

J Vet Intern Med. 2016;30(5):1661-6

BW >4.2kg

BW <4.2kg

食事療法の問題点2

特発性高カルシウム血症の原因になる

•腎臓病用療法食を給与された猫の2/26 (8%)で高イオン化Ca血症
を示し、食事療法の中止で正常化した

•食事療法給与時の低カリウム血症、低リン血症は高イオン化カルシウム
血症のリスクになる

•高イオン化カルシウム血症はCKD進行のリスクになる

J Vet Intern Med 2016;30:1690–1702

J Vet Intern Med. 2021;35:321–332

J Vet Intern Med. 2021;35:997–1007.
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リン制限の開始時期とリン制限の程度

• ステージ2では食事療法の開始を考慮するとされているが、実際に
はどのような症例で開始すべきなのか？

• リン含有量は0.3-0.5%で調整されているが、ステージ2で高リン
血症を伴わない症例では、その中間(0.6-0.8%)の制限では効果
は認められないのか？

＊特に猫では、食事療法に伴う高カルシウム血症を抑制するこ
とは意義がある

リン・カルシウム代謝と慢性腎臓病

CKD
腎機能低下

リンの蓄積

ビタミンD3の減少

FGF-23の上昇

PTHの上昇

Caの低下

Ca感知受容体の
感受性低下

上皮小体機能
亢進症

骨密度の低下

組織や血管
の石灰化Caの増加
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FGF-23はCKDの早期から増加
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FGF-23↑

VtD3↓

PTH↑

リン↑

Kidney int 2011 79, 1370-1378

猫での研究

J Vet Intern Med 2013;27:234–241

ヒトでの研究
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P<0.001

P<0.05

P<0.001

高カルシウム血症とFGF-23

CKDおよび上部尿路結石を持つ猫で、血清Cre濃度 ≤2.8 

mg/dLおよび血清リン濃度 <4.5 mg/dL
血清クレアチニン濃度≧2.0 mg/dLのCKDの猫で、
腎臓病用療法食開始後の経過

J Vet Intern Med. 2021. 35(1):321-332.
宮川寛済ら、第13回日本獣医腎泌尿器学会学術総会
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予後因子としてのFGF-23の意義

J Vet Intern Med 2015;29:1494–1501 JVIM 2018 32 1977-1982.
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FGF-23の上昇は
高リン血症の発現とCKDの進行を予測する

Miyakawa et al. J Vet Intern Med. 2021. July. Accepted
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治療前 28-56日 治療前 28-56日 治療前 28-56日 治療前 28-56日

＊

＊

＊
＊

＊

腎臓病用療法食 維持食 高リン血症 正常リン血症

食事療法のFGF-23に対する効果

＊ P<0.05

J Vet Intern Med 2013;27:1354-1361.

犬でもFGF-23は早期から上昇する

Miyakawa et al. J Small Anim Pract 2020.
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現時点でのFGF-23の意義

•CKDを早期に診断するマーカーではない

•リンやPTHよりも早期のリン・カルシウム代謝障害のマーカー

•腎臓病用療法食で低下する（人では、リン吸着剤でも低下）

• FGF-23の高値はCKDの症例の予後予測因子となる

将来的な展望

リンが高くなくてもFGF-23が高値なら治療対象となる
FGF-23を低下させるため食事療法・リン吸着剤を使用する

FGF-23を利用した治療方針の決定

ステージ1

ステージ2

ステージ3

ステージ4

一般的なこと

腎毒性薬剤を避ける

腎前性・腎後性異常
の確認、治療

腎盂腎炎、尿路結石
の確認、治療

リン制限食脱水の管理 降圧薬 抗蛋白尿薬

＊問題があれば

造血剤

＊問題があれば ＊問題があれば

食欲増進剤

＊問題があれば

IRIS Treatment Recommendations for CKD、2019

FGF-23が高値なら
リン制限を開始する

リン >6.0

FGF-23>3000

リン吸着剤で積極
的に低下させる
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FGF-23の今後の展望

• FGF-23の上昇は将来的な高リン血症の発現を予測する？

• FGF-23の上昇はCKDの進行と関連する？

• FGF-23を抑制することがCKDの進行を抑える？

19


